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一四五
女性週刊誌で「ヒロイン」を語るということ
井原あや
良きにつけ悪しきにつけ、高度経済成長期とは、現代の日本社会の原型を作り上げた時代であった。その高度経済成長
期に誕生したものの一つに、女性週刊誌を挙げることができるだろう。女性週刊誌というメディアが、高度経済成長期に創出された、働く若い女性たち いわゆるビジネスガール〈ＢＧ〉やオフィスレディ〈ＯＬ〉を主要読者に据えながら発展していったことは、長尾三郎による指摘によってすでに明らか あ
（（
（
。通勤する女性となった彼女たちを担い手に、現
代ではほとんど見られない光景であるが は通勤途中の電車内で読まれ、消費されていったのである。
こうした〈ＢＧ〉や〈ＯＬ〉を主要読者に持つ、一九六〇年代から一九七〇年代の女性週刊誌の特徴の一つに、 『週刊
朝日』や『週刊新潮』といった週刊誌に比して小説の掲載が少ないことが挙げられよう。それゆえ、女性週刊誌が文学研究の対象になることは少ない
（（
（
のだが、と言って女性週刊誌に文学的要素が無いわけではない。ここで言う文学的要素と
は、例えば松井須磨子や波多野秋子 柳原白蓮、伊藤野枝、山崎富栄といった人物を常連としつつ、連載の長短に合せて様々な女性を誌面 登場させていたことをさす。少し例を挙げてみるならば、この時期、 『週刊女性』では「この人・この愛・この苦悶」 （一九六七年一月一日～二月四日
（
とい
うシリーズが、また『ヤングレディ』では「実名連載小説禁
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じられた恋に生きた女たち」 （一九六七年三月二〇日～五月二二日
（（
（
（
と、 「ドキュメント情死・選ばれた女」 （一九七一年
一月四日～三月一五日
（
といったシリーズが連載されていた。これらのシリーズに描かれる女性たちは、心中や情死、駆
け落ち、略奪といった言葉で彩られ、そうした負性を帯びたイメージは今もなお、様々な媒体を通して彼女たちを取り巻いていると言えよう。
このように女性週刊誌で繰り返されるシリーズの一つに、石垣綾子による「近代史の名ヒロイン」
（ 『微笑』一九七五年
一月二四日～一二月二七日
（
がある。一九七五年という時を生きる読者を相手にする女性週刊誌というメディアは、遥か
遠い昔の、読者にとっては今やニュース性もない「近代」の女性たちを「ヒロイン」として誌面に甦らせることに何を見出したのだろうか。本稿では、女性週刊誌の歴史を辿ることで四大女性週刊誌の後に刊行された『微笑』の位置を確認しつ
つ、石垣綾子「近代史の名ヒロイン」に光を当ててみたい。そして、一年におよぶこのシリーズを見渡すことで、 「ヒ
ロイン」を語ること 意味を検討したい。
１女性週刊誌『微笑』の誕生
一
九五七年二月創刊の『週刊女性』 （河出書房
（4
（
（
から始まる女性週刊誌の歴史を振り返ってみれば、まずは、読者とし
て発見された若い女性の存在と、一九五八年一一月に発表された皇太子妃の決定から〈ご成婚〉へと続く〈ミッチーブーム
〉を押さえることができるだろう
（（
（
。それは皇太子妃決定とほぼ時期を同じくして創刊された『週刊女性自身』 （一九五
八年一二月創刊、光文社。以後『女性自身』と記載
（
の創
刊当初の姿に如実に示されている。 『女性自身』はその創刊号
に、同 九月に 生し多数の犠牲者を生んだ狩野川台風に関連したグラビア「 つの墓標」 掲載 トップ記事には事件発生から一〇年を迎えた松川事件の被告の妻を扱っ ルポルタージュ「今度こそ夫を返して幼な子 抱えて十年高橋
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被告の妻最後の訴え」を載せた。しかし、多くの雑誌が皇太子妃決定をトップ記事として扱うなかで独自路線を示した『女性自身』の創刊号は、多くの返品を生み出すことになり、その失敗を踏まえて第二号では〈ミッチーブーム〉に後押しされた記事をトップに据え、さらにその後は正田邸への密着取材などを行うことで〈ミッチーブーム〉を加速させる側にまわるのである
（（
（
。この『女性自身』の編集方針の転換からは、 〈ミッチーブーム〉関連の記事が、女性週刊誌に不可欠
であったことがうかがえるだろう。そして、 『週刊女性』と『女性自身』の二誌が競合する時代を経て、女性週刊誌はさらに発展し、一九六三年五月には『女性セブン』 （小学館
（
が、同年九月には『ヤングレディ』
（講談社
（（
（
（
が相次いで創刊
された。
こうした『女性セブン』と『ヤングレディ』の創刊によって迎えた、一九六〇年代半ば頃の四大女性週刊誌の様相につ
いて、工藤宜は次のように語っている。
バックナンバーをめくっていくと、変化は徐々に誌面にあらわれているばかりではないのに気がつく。不連続に激
しく変わっていく節目があるのだ。一九六六（昭和四一
（
年がそれである。ワイド化が実行された。夏にワイド化し
た『
女性自身』のあとをすぐに『週刊女性』を除く他誌が追った。 （略
（
ワイ
ド化は、単に誌面が大きくなっただけ
ではなかった。 『女性自身』ではこの前後に内容が変わっている。いまの女性週刊誌のタイプができあがったといえる変化がくるのだ 週刊女性 『女性自身』 『女性セブン』 『ヤングレディ』の四 が揃ったのが一九六三（昭和三八
（
年、競争が激しさを増したことから、政策の転換に迫られた。それまでは常に売り切れの状態にしておくのが販
売政策上いいのだということだったが、スポンサーの獲得上からも、大部数が要請され、そ ためにも、一層読者の潜在的要望を汲みあげる編集が必要になった。芸能界 ゴシップ
結婚、離婚話が目立って誌面を飾るのである
（（
（
。
一四八
〈ミッチーブーム〉を経て、美智子妃を頂点とする皇室関連記事は、いわば女性週刊誌の定番となった。その定番に新風を吹き込んだのが、家庭へのテレビの普及にともなって生れた「芸能界のゴシップ」である。この「芸能界のゴシップ」を中心とした誌面構成は、 『女性自身』に牽引されるかたちで他の三誌にも浸透し、四誌が競合する一九六〇年代半ば過ぎには、現在に通じる女性週刊誌の型が出来上がってい たのである。もちろん、このような女性週刊誌のあり方については、 「女性週刊誌といえば、有名無名を問わず、他人のプライバシーに土足で踏込んでかきまわす、ボウジャク無人、インギン無礼、ケイチョウ浮薄の代名詞
（（
（
」といった否定的な見方も多く、 「女性週刊誌のハレンチ度を総点検
（（
（
」とい
うように「ハレ チ」な存在として認識された傾向が強かったことも否めない。
この四大女性週刊誌の時代を経て、一九七一年四月、祥伝社より「ハレンチ」をさらに加速させた『微笑』が誕生し
た
（（
（
。四大女性週刊誌に『微笑』が加わった一九七〇年代、女性週刊誌は「 「女性自身」 「女性セブン」 「週刊女性」 「ヤング
レディ」 、それに隔週刊の「微笑」 加えると女性週刊誌の発行部数は毎週三百万に近いという。 （略
（
いま
ではテレビ、
新聞と並ぶ情報源となった
（（
（
」と言わしめるほどの一大メディアに成長したのである。この『微笑』については、亀井淳が
「 『微笑』を苦笑するか冷笑する女性は多い。しかし女性もワイ談は嫌いではないし、水で割った『微笑』路線の企画が『婦人公論』や『ウィズ』など多くの 誌に影響を与えている
（（
（
」と指摘するように、他の女性週刊誌よりも性に関する
実話や記事が多いことで知られている。確かに今と っては、先行する女性週刊誌に比べて「ワイ談」め 印象が強い『微笑』ではあるが、創刊当初は、別の面から他誌との差別化をはかろうとしていたことがわかる。ここで、 創刊号の新聞掲載広告を確認してみよう。
一九七一年四月二四日付の『読売新聞』には、 『微笑』創刊号の全面広告が掲載されており、そこには、 「全女性待望の
創刊」 「ミス・ミセスの区別なく結婚だけが目的でないヤング・アダルトの雑誌…本日誕生」という見 しが躍 。先行する四大女性週刊誌が、結婚するまでの期間、企業で働く女性を〈ＢＧ〉や〈ＯＬ〉といっ 言葉で定義付けし、彼
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女たちを主要読者として設定したのに対して、 『微笑』は「ミス・ミセスの区別なく結婚だけが目的でないヤング・アダルト」を読者として設定 たのである。この読者の設定には、当時の女性週刊誌の読者層の変化が大きく関わっていたと考えられる。 『微笑』が誕生する一年前 一九七〇年、片岡正巳 、 「行動的であった女性も、いったん家庭にはいると、その範囲はおのずから居住中心にならざるを得ない が一般的傾向で あるまいか。しかし、かつて勤めの行 帰り 、あるいは旅行の際に読んでいた週刊誌を、ひきつづいて読む主婦が増えた
（（
（
」と四大女性週刊誌の読者層の推移を分析して
いる。そうした読者層 変化 汲み取って誕生したのが『微笑』なのだ。つまり、 〈ＢＧ〉や〈ＯＬ〉に代わる「ヤング・アダルト」を発見した
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ところに、他の女性週刊誌との差異があるとひとまず括ることができるだろう。
２石垣綾子「近代史の名ヒロイン」
右のごとく先行する四大女性週刊誌との差別化をはかろうとした『微笑』に、一九七五年のほぼ一年間をかけて連載さ
れ
たシリーズが、本稿冒頭で述べた石垣綾子による「近代史の名ヒロイン」 （一九七五年一月二四日～ 二月二七日、全
二二回
（
である。長くなるが、以下にその全二二回のタイトルを示してみたい
（（
（
。
第１回 （一月二四日
（ 「松井須磨子（島村抱月との道ならぬ恋
（／恋と劇に命を燃焼した女優第一号」
第２回 （二月八日
（
「与謝野晶子（情熱的に生きた明治歌人
（／妻子ある男と結ばれた情熱歌人」
第３回 （二月 二日
（ 「平塚らいてう（ 〝元始女性は太陽であった〟
（／結婚を否定した強烈な女性解放者」
第４回 （三月八日
（
「岡田嘉子（戦時、ソ連へ越境した女優
（
／ソ連へ恋の逃避行した伝説の女優」
第５回 （三月二二日
（ 「高橋お伝（淫婦として伝説化された明治初期の売春婦
（／毒
婦とそしられ断首された悲運の女」
一五〇
第６回 （四月一二日
（ 「三浦環（名声とスキャンダルに生きた声楽家第一号
（／日本のプリマドンナの波瀾の生涯」
第７回
（四月二六日
（ 「波多野秋子 作家・有島武郎と心中した婦人編集者
（／文豪と心中！非難を浴びた人妻記者」
第８回
（五月一〇日
（ 「柳原白蓮（伯爵の娘としての結婚に反抗し離婚した歌人
（／
平和主義者と駆落した筑紫の女王」
第９回 （五月三一日
（
 「川上貞奴（明治時代、芸者から、海外で女優として活躍した美人
（／花の都の男が憧れた明治
一の美女」
第
（0回 （六月一四日
（
 「高村智恵子（夫・光太郎の「智恵子抄」で有名な純愛に生きた女
（／純愛詩に結晶した童女の
妻との愛」
第
（（回（六月二八日
（
 「川島芳子（清朝の王女で、中国で軍部とともに活躍した男装の麗人
（／大陸で刑死した男装の
女スパイ」
第
（（回（七月一二日
（
 「ひめゆり部隊（第二次大戦で、悪夢のような生 死を生きた沖縄の女高生
（／沖縄に散った少
女の短い生涯」
第
（（回（七月二六日
（
 「松旭斎天勝（明治から昭和初期まで、その志気と美貌で絶大な人気を誇った魔術の女王
（／視
線の技巧で男心を操った女魔術師」
第
（4回 （八月九日
（
 「荻野吟子（明治時代、日本で初めての女医となり、のち、北海道で活躍した執念の 性
（／女
医一号の屈辱と冒険の生涯」
第
（（回（八月三〇日
（
 「菅野すが（明治時代、大逆事件の紅一点として絞首台に消えた女性
（／自由な恋に生きた女性
革命家の最期」
第
（（回（九月一三日
（
 「原阿佐緒（当時の有名科学者 石原純と スキャンダラスな同棲
（／三たび恋にやぶれた哀愁
の歌人」
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第
（（回 （
一〇月一一日
（ 「おけい（会津藩の町人娘が戦火の中から東京へ脱出、北米へ移民、若くして死ぬまで
（／
新アメリカ
天地に死んだ移民第一号の美少女」
第
（（回 （
一〇月二五日
（ 「福田英子（自由民権運動の女闘士として苦難の一生を送った明治女性
（／反逆思想と恋に生き
た行動の女」
第
（（回 （
一一月一五日
（ 「宮田文子（仏文学者無想庵と再婚、七三才でネパール紀行など昭和一の話題の女性
（／パリで
情人に撃 れた世紀の妖婦」
第
（0回（一一月二九日
（
 「伊藤野枝（ 〝青鞜〟を飛躍させ、大杉栄、神近市子との「日陰 茶屋」事件後、憲兵に殺された女性
（／恋と思想に生き虐殺された炎の女」
第
（（回 （
一二月一三日
（ 「相馬黒光（明治時代、新宿中村屋を創立 かたわら、芸術家たちを育成した気骨の女性
（／パ
ンと芸術家を恋より愛した女」
第
（（回 （
一二月二七日
（ 「異色自伝！愛と冒険に挑みつづけた女の軌跡」
近代演劇史に名を残す女優、歌人、社会運動家、小説の主人公となった女性など、各タイトルには、実に多彩な「ヒロ
イン」たちの名前が記されている。こうして全二二回のタイトルを一覧にして眺めてみると、いずれのタイトルにも「ヒロイン」の名前 下に、カッコ書きで簡単な紹介が付けられていることに気づくだろう。もちろん、紹介など付けずと読者には名前だけで十分理解できる「ヒロイン」もいたはずであるが、 のカッコ書きで紹介を書いてみせるという行為からは、一九七五年という時を生きる読者に、 「近代史の名ヒロイン」たちが改めて紹介が必要な存在であることも意味していよう。「近代史の名ヒロイン」連載第一回目のリード文には、 「明治から敗戦まで生きた女たち。その中には、時代の陰になり
一五二
陽になり、奔放で自由な、そして愛ある生き方をした女が多い。この女性たちの歴史を評論家石垣綾子が綴る」と記されている。確かに、右に挙げた「ヒロイン」たちは「明治から敗戦まで」をその「時代」とともに「生きた女」たちであるが、このよう リード文は、そう珍しいものではなく、例えば本稿冒頭 紹介した 実名連載小説禁じられた恋に生きた女たち」 （ 『ヤングレディ』一九六七年三月二〇日～五月二二日、全一〇回
（
の第一回目「貴族と富豪を捨て第三の結婚
へと走っ悩み多き情熱の女柳原白蓮」
（一九六七年三月二〇日
（
にも、
「近代日本の女性史に名をとどめる、禁断の
恋をつらぬきとおして生きた幾人かの女人群像を、女流作家の目で描ききった実名小説」というリード文が掲載されている。この二つのシリーズのリード文を並べてみれば、 「明治から敗戦まで生 た女たち」 「女性 ちの歴史」 「近代日本の女性史」といった言葉に明らかなように、 「近代」の 女性たちの歴史」を描くという共通テーマが見出せるだろう。しかし、先に述べた通り、一九六〇年代後半から一九七〇年代 生きる読者にとって、カッコ書き 紹介を加えなければならないような「ヒロイン」をシリーズ化することに、どのよ な意味があるのだろうか。ここで注目したいのが、女性週刊誌というメディアの特質と、 性週刊誌でシリーズを綴ること 意味であ 。
現在流通する女性週刊誌の原型を作り上げたのが、 『女性自身』であることは先述の通りだが、その『女性自身』の初
代編集長にして、 『微笑』を発行する祥伝社の代表取締役をも務めた黒崎勇へのインタビュー内容をまとめた「言いた聞きたい女性週 祥伝社代表黒崎勇さん」 （無署名『朝日新聞』一九七五年三月二五日
（
にお
いて、記者は黒崎
の女性週刊誌に対する「編集理念」 次 ようにま めている。
メモ（黒崎さんがインタビューに先立って用意してくれた
（
によ
ると「女性週刊誌の編集理念」として「人間が
もっとも興味を示すものそれは人間である」だから「人間と、人間が綾（あや
（
なす
事業、事件に対する興味の追
及」をあげている。
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つまり、 「人間」を丹念に追うことこそが「女性週刊誌の編集理念」だというのだが、そうした理念は、黒崎が『女性
自身』の編集長をつとめていた際に、彼のもとで編集者として働き、後に『女性自身』の編集長となった富田耕司にも引き継がれていった。次に挙げるのは、富田が編集長を務めていた『女性自身』の人気企画について評したものである。
有名人だけを取り上げるのではなく、人間そのものを描く姿勢は、三年間つづけて来た「シリーズ人間」をみても
らっても理解してもらえると思うと、富田氏はいう。このシリーズは、確かに人気があるようだ。他誌三誌もこれを追った。 「シリーズ・別れてよかった」 （週刊女性
（、 「シリーズ・日本の母」
（女性セブン
（、 「シリーズ結婚」
（ヤング
レディ
（
と、女性週刊誌は人間物語シリーズを欠かさない
（（
（
。
これら女性週刊誌に共通する「人間」への興味や そのものを描く姿勢」と、 「近代史の名ヒロイン とを合せて
考えてみるならば、自ずと答えは出てこよう。たとえ『微笑』の読者にとって、遥か遠く、タイトルの段階で紹介を加える必要のある「ヒロイン」であっても、その「ヒロイン」 描き、語る行為は 『微笑』のみならず女性週刊誌というメディアが創刊当時から掲げる「人間その のを描く」ことに通底していた だ。
つまり、先行する四大女性週刊誌との差別化がはかられたように思われた『微笑』も、女性週刊誌というメディアの特
質から見てみれば、四大女性週刊誌と何ら変わりなく、地続きであったと言えよう。けれども、そもそも「近代史の名ヒロイン」は、 「人間そ もの」を描いているのだろうか。紙幅の都合上、全二二回全てを扱うことはできないが、女性週刊誌にはつきものの写真をもとにこの問 を考えてみたい。
一五四
３物語化される写真
よく言われることであるが、人物のイメージ形成には、ある特定の写真が大きな役割を果たしている場合がある。阪本
俊生は、そうした写真の効用を以下のように指摘している。
写真は個人の記号を、それがもともと存在していたコンテクストから視覚的に切り取り、様々な別のコンテクストにお
くことを可能にする。 （略
（
写真
は事実を伝えていると一般に考えられる一方で、アングルの選び方、フレーミン
グ、写真がおかれるコンテクスト、あるいは写真に付与されるキャプションなどによって、実際のできごとを再構成する性格をもつ。 （略
（
写真
はしばしば物語るために用いられるのである。 （略
（
写真
につけられたキャプションは、
その写真の読み方を指示す 。しばしば、それは写真の解釈のためのコンテクストを与え、さらにその影像のイメージを再構成する
（（
（
。
右のような写真の物語化は、 「近代史の名ヒロイン」においても行われていた。 「近代史の名ヒロイン」各回の第一頁目
には、その回の「ヒロイン」を表す写真や、時には挿絵が付けられているのだが、その中の一つ、第
（（回「松
旭斎天勝
（明治から昭和初期まで、その志気と美貌で絶大な人気を誇った魔術の女王
（／視線の技巧で男心を操った女魔術師」 （
『微
笑』一九七五年七月二六日
（
に注目してみよう。
写真１は「近代史の名ヒロイン」の第
（（回「松旭斎天勝」の写真であり、もう一方の図１は川島芳子をモデルにした小
説『男
装の麗人』 （中央公論社、一九三三年
（
など
で名を馳せた村松梢風による新聞連載小説「魔術の女王
（（
（
」に掲載され
表示できません
一五六
の放つ視線は話題にもなっていて、 「魔術の女王」の中にも、 「 「あの人を明日の晩も来さしてやろう」と思えば、黙って舞台から秋波を送ると、その男は翌晩も必ずやって来て、同じ場所にいたも だという」と天勝の「視線の魔力」が記されているが、それは「近代史の名ヒロイン」のように「サロメ」と直接結びつけられて書かれているわけではない。 「近代史の名ヒロイン」の内容自体は、 「天勝、男心をくすぐる〝視線の技巧〟を発明」 「十一才で身売りされた「泣かずのおかつ」 」 「二十四才で独立、一座を率い華やかな黄金時代を築くまで」という三章構成で奇術師・天勝の一生を描 たものであるが、 「個人 記号」 再構成する」写真の役割 考えたとき、 「近代史の名ヒロイン」に掲載された「サロメ」の写真は、天勝の当たり芸以上の意味を持って「女魔術師」天勝を雄弁に語り、イメージ付けるものとなるのだ。
もう一つ、第７回「波多野秋子（作家・有島武郎と心中した婦人編集者
（
／文豪と心中！非難を浴びた人妻記者」
（ 『微
笑』一九七五年四月二六日
（
を見てみよう。
周知の通り、次に挙げた写真２は、波多野秋子を語る際によく用いられる写真である。この写真とともに秋子を語ると
き、必ず強調されるのが秋子の目である。例えば写真２と同様 写真を用いた写真３は、女性週刊誌『ヤングレディ』掲載
のシリーズ「ドキュメント情死・選ばれた女第Ⅵ回有島武郎の同行者落
からまつ
葉松林の山荘で惜しみなく愛は奪う」
（一九七一年二月一五日
（
の一
頁目に載せられたものだが、そこで秋子の目は「秋子は（略
（
実業
家・林謙吉郎が新橋の
芸妓に生ませた日陰の子。そ 美貌 母親ゆずりだった。とくに、めりはりのき た瞳は、神秘的なほどの輝きを秘めていた。谷崎潤一郎が〝名妓の眼〟 、室生犀星が〝虹のような瞳〟と讃えたほどであ た」 （前掲「ドキュメント情死・選ばれた女」
（
と彼
女の出自と関係づけられることで語られるのだ。 「近代史の名ヒロイン」の場合も同様で、 「名妓といわれ
た母と実業家の林謙吉郎との間に生れた娘で、いわゆ 妾の子であった」 「谷崎潤一郎 彼 についてこういっている。「名妓のもつ目で、あっさりした、それでいて粗野ではなく女性的な繊細な感じを与えるタイプ」 」と書かれている。秋子の出自と目が、互いに補完しあいながら「人妻記者」秋子の姿を作り上げ、その実像として、一点を見据えたような写真
女性週刊誌で「ヒロイン」を語るということ
一五七
２（写真３
（
は消費されていくのだ。
ここで挙げたのは「近代史の名ヒロイン」のほんの一例に
過ぎないが、第
（（回の「ひめゆり部隊」を除く大半が、その
タイトルを見ただけでも、男性ジェンダー化した視線を内面化して語られるステレオタイプの「ヒロイン」であることがわかる。その「ヒロイン」の姿は 本稿冒頭で取り上げ 四大女性週刊
誌の誌面で、 「近代史の名ヒロイン」に先駆けて
連載されていたシリーズに描かれた姿と何ら変わらない。繰り返しになるが、 『微笑』は先行する四大女性週刊誌との差別化をはかるために「ヤングアダルト」という言葉で、新たな読者の囲い込みを目指し はずであった。しかし、そうした意気込みに反して、 「ヒロイン」たち 四大女性週刊誌のシリーズと同じ手つきで綴られるのである。事実と誇張と写真（あるいは挿絵
（
が作り上げ
る「ヒロイン」の姿は、 「近
代史」というリード文に導かれて、ともすれば全て事実として読んでしま たくなる欲望を生み出していく。先走って言うならば、一見すると四大女性週刊誌に掲リーズと変わらないように見え 「近代史の名ヒロイン」のシリーズが、それ のシリーズと異なる点は、他のシリーズ
写真2 石垣綾子「近代史の名ヒロイン
第７回「波多野秋子（作家・有島武郎と
心中した婦人編集者）／文豪と心中！非
難を浴びた人妻記者」（『微笑』（（（（ 年 4
月 （（ 日）
写真3 「ドキュメント情死・選ばれた
女 第Ⅵ回 有島武郎の同行者 落葉松
林の山荘で惜しみなく愛は奪う」（『ヤン
グレディ』（（（（ 年 （ 月 （（ 日）
表
示
で
き
ま
せ
ん
一五八
が決して示さなかったこの欲望への向き合い方をシリーズ最終回で提示している点に尽きるだろう。 「近代史の名ヒロイン」の最終回は、 「異色自伝！愛と冒険に挑みつづけた女の軌跡」というタイトルが示す通り、 「近代史の名ヒロイン」の筆者・石垣綾子の「自伝」によって締めくくられている。
４「自伝」と「ヒロイン」
「近代史の名ヒロイン」の最終回、
「異色自伝！愛と冒険に挑みつづけた女の軌跡」は、次のように書き出される。
１年間続きました『近代史の名ヒロイン』も今回で最終回となりました。そこで、今回は、これまでのヒロインと優る劣らず波乱万丈の生涯を生きている、筆者自身に登場して戴きました。本文は、編集部の取材に、石垣綾子先生が手を加え れたものです。
「恋愛至上主義者だった初恋の時代」 「借りた結婚指輪は 離婚した友人のものだった」 「栄太郎との愛と冒険の時代は終った。そして、今…」という三章構成の概要を記せば、教育雑誌の編集助手を辞め、二一歳で早稲田大学の聴講生となり、そこで初恋を経験、外交官と結婚した姉と共に二三歳で渡米、その後、画家・石垣栄太郎と出会 、結婚。経済的困難や夫婦の危機（ 「栄太郎の浮気」
（
を乗り越え、一九四六年に「明日の世界を築くための国際婦人会議」へ日本代表とし
て
参加、二五年ぶりに夫と日本へ帰国するも、帰国後七年目に夫と死別。 「精力的な評論活動」の傍ら、画家・別府貫一
と再婚、翌年離婚
確かに、石垣綾子はこれまで一年間連載してきた「ヒロイン」に劣らない「波乱万丈の生涯」を、
当時、現在進行形で送っていたに違いない。
女性週刊誌で「ヒロイン」を語るということ
一五九
しかし、 「近代史の名ヒロイン」に記された石垣綾子の「自伝」には、彼女の名を世に知らしめたある論と、その論が
巻き起こした論争が抜け落ちているのではなかろうか
「主婦という第二職業論」 （ 『婦人公論』一九五五年二月
（
と、
それ
が生み出した論争である
（（
（
。彼女をして「近代史の名ヒロイン」と語るとき、 「近代」という時間と向き合いつつ主婦
について論じた「主婦という第二職業論」は欠かすことの出来ないものとなるはずだ。にもかかわらず、この「自伝」には、 「精力的な評論活動」 書く以外、 「主婦という第二職業論」もその論争も書かれていない。つまり、この「自伝」は、論争する女という面よりも、恋愛、結婚、夫の浮気、再婚、離婚といった「波乱万丈の」女の「自伝」として仕立てあげられているのである。
そもそも「自伝」とは、 「一般に個人が自らの真実を語ろうとする営みである。ところが、それはまた一つ フィク
ションにしかなりえないというアイロニーがある。自伝は そ 創作性のゆえにフィクションである小説にきわめて近いものとならざるを得ない
（（
（
」という指摘に明らかなように、 「フィクション」である。筆者である石垣綾子や『微笑』編集
部に、どのような意図があったのか推し量る とは出来ないが、少なくとも、 「近代史の名ヒロイン」の最終回にこうした「自伝」が置かれているということ、そ てその「自伝」を読むという行為は 自ず 石垣綾子という「ヒロイン ／フィクションに向き合 ことに繋がるのだ。挑発的なタイトルや見出し 写真とによって語られる「ヒロイン」の姿を、「人間そのもの」として読みたくなる欲望にかられるのは当然のことだろう。しかし、この「自伝」が最終回に置かれるということにより、事実と誇張と創作とが混じり合う「近代史 名ヒロイン」というシリーズ（ らび 、四大女性週刊誌で繰り返されたシリーズ
（
がフィクションであるということを再認識させてくれる。美智子皇太子妃を頂点とする皇室
記事が、当時の女性週刊誌の〈聖〉 ば、
「ヒロイン」たちは〈悪〉なる存在として描かれている。それは、 〈聖〉 〈悪〉
という女性表象の二元構造を、当時としては新 いメディアであった女性週刊誌 そのまま踏襲したこ を意味していよう。フィクションがせめぎ合う女性週刊誌 い 場で、 「ヒロイン」は艶然と微笑んで る。
一六〇
注（１
（
長尾三郎『週刊誌血風録』 （講談社文庫、二〇〇四年一二月
（
を参照。
（２
（
女性週刊誌に関する文学研究については金恵珍「 『週刊女性自身』の立場と戦略
昭和三十年代のメディアと文学・１
」
（ 『立教大学大学院日本文学論叢』二〇〇三年六月
（、な
らびに同氏による「 『週刊女性自身』と読者参加小説「赤い殺意」 （藤原審
爾
（
昭和三十年代のメディアと文学・２
」 （ 『立教日本文学』二〇〇三年七月
（
がある。
（３
（ 『ヤングレディ』掲載の「実名連載小説禁じられた恋に生きた女たち」については拙稿「 「禁じられた恋」のゆくえ
女性
週刊誌『ヤングレディ』に掲載された「実名連載小説」をめぐって」 （ 『大妻国文』二〇一二年三月
（
を参照。
（４
（ 『週刊女性』は一九五七年二月に河出書房から発行され、同年八月、発行元が主婦と生活社に変更となっ 。
（５
（
読者としての若い女性の発見については、石田あゆう「 「若い女性」雑誌の時代」 （ 『文学』二〇〇八年三月
（
を参
照。また、
〈ミッチーブーム〉については、石田あゆう『ミッチーブーム』 （文春新書、二〇〇六年八月
（
を参照。
（６
（
注（５
（
に同じ。
（７
（ 『ヤングレディ』は一九六三年九月から一九八七年まで講談社より刊行された女性週刊誌。なお、一九七六年より、隔週刊となる。
（８
（
工藤宜「女の戦後史
（（
女性週刊誌ゴシップは批評にまで発展しうるか」 （
『朝日ジャーナル』一九八四年七月
（
（９
（
滝谷節雄「本をたずねて女性週刊誌 編集室」 （ 『朝日新聞』一九七〇年三月二五日
（
（
（0（
上田真吾「特集・マスコミ片輪論女性週刊誌のハレンチ度を総点検」 （ 『勝利』一九六八年七月
（
（
（（
 『微笑』は一九七一年から一九九六年まで祥伝社から刊行された女性週刊誌。正しくは、隔週刊であるが、亀井淳『週刊誌の読み方』 （話の特集、一九八五年一二月
（
の「週
刊誌三五誌エンマ帳」にも掲載されており、一般的に女性週刊誌として認識されて
いる。
（
（（

無署名「言いたい聞きたい女性週刊誌祥伝社代表黒崎勇さん」 （ 『朝日新聞』一九七五年三月二五日
（
（
（（

注（
（（
に同じ。
（
（4（
片岡正巳「週刊誌・その競争意識の内と外
女性週刊誌の華やかな競合
」 （ 『総合ジャーナリズム』一九七〇年一〇月
（
（
（（

石垣綾子「近代史の名ヒロイン」 （ 『微笑』一九七五年一月二四日～一二月二七日
（
各回
の第一頁目は以下の通り。 （但し、第一
回（一九七五年一月二四日
（
は確認できず
（
女性週刊誌で「ヒロイン」を語るということ
一六一
第２回（一九七五年二月八日
（
第３回（一九七五年二月二二日
（
第４回（一九七五年三月八日
（
第５回（一九七五年三月二二日
（
第６回（一九七五年四月一二日
（
第７回（一九七五年四月二六日
（
一六二
第８回（一九七五年五月一〇日
（
第９回（一九七五年五月三一日
（
第⓾回（一九七五年六月一四日
（
第⓫回（一九七五年六月二八日
（
第⓬回（一九七五年七月一二日
（
第⓭回（一九七五年七月二六日
（
女性週刊誌で「ヒロイン」を語るということ
一六三
第⓮回（一九七五年八月九日
（
第⓯回（一九七五年八月三〇日
（
第⓰回（一九七五年九月一三日
（
第⓱回（一九七五年一〇月一一日
（
第⓲回（一九七五年一〇月二五日
（
第⓳回（一九七五年一一月一五日
（
一六四
第⓴回（一九七五年一一月二九日
（
第㉑回（一九七五年一二月一三日
（
第㉒回（一九七五年一二月二七日
（
（
（（

注（
（4（
に同じ。
（
（（

阪本俊生『プライバシーのドラマトゥルギー
フィクション・秘密・個人の神話
』 （世界思想社、一九九九年一〇月
（
（
（（

村松梢風「魔術の女王」は、一九五七年四月一四日から八月二二日まで『読売新聞』に連載された新聞小説で、その後『梢風
名勝負物語チャンピオン／魔術の女王』 （読売新聞社、一九六一年九月
（
に収録された。
（
（（

石垣綾子「主婦という第二職業論」については、上野千鶴子編『主婦論争を読むⅠ全記録』 （勁草書房、一九八二年一一月
（、
ならびに村上潔「一九五〇年代、石垣綾子による女性の結婚と労働への提言」 （
『
C
oreethics 』二〇〇六年
（
を参照。
（
（0（
注（
（（
に同じ。
※調
査のなかで確認できなかった「近代史 名ヒロイン」第一回のタイトルおよびリード文（ 『微笑』一九七五年一月二四日
（
につ
いては、祥伝社鈴木道雄様よりご教示頂きました。ここに記してお礼申し上げます。
※本
稿は「言語と文芸の会二〇一一年度大会」 （二〇一一年一二月 一日、於・明治大学駿河台キャンパス
（
での
発表の一部を加筆
修正したものである。発表に際して 下さった方々に感謝申 上げます。
